
靴プロジェクト
裸⾜で⽣活している⼦どもたちの命を守るために
⽇本の幼稚園で寄付していただいた靴を
フィリピンの⼦どもたちへと届ける活動

⼦ども⾷堂
⽇本にも貧困問題が⾝近に存在していることから
その⼦どもたちの居場所づくりを提供している
⼦ども⾷堂に訪問しボランティアをする活動

関学総合政策学部⽣による
⼦どもたちの笑顔のために
“For the Children’s Smile”
を活動理念とする国際協⼒団体

⼤学では⾃分で時間をコントロールする機会が増えます。
その中で貴重な4年間を有効活⽤するかしないかは
あなた次第。仲間と同じ⽬標をもって何かをすることは
卓上では学べない経験を得ることができます。

国際理解教育
国内の学校を訪問し、世界の現状や問題、
メンバーが得た経験や知識を伝え
世界に⽬を向けるきっかけ作りをする活動

⼦どもたちの未来のために継続的な⽀援を⾏っています！

⼩⻄ゼミ 4年 ⾺場ひかり
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活動目標 つたえる〜Smile, Share and ◯◯〜
①私たちから子どもたちへ教育活動を、子どもたちから私たちへ

現状を伝え合う
②学んで終わりではなく、帰国後の共有に力を入れる

日時：2017/8/29
〜

2017/9/1

アジア開発銀行(ADB)

・発展途上加盟国の発展のために設立された
国際開発金融機関

・事業内容：開発プロジェクト/社会基盤などに対
する技術支援

ストリートチルドレン ゴミ山

・家も家族もない子どもたちが路上生活を
余儀なくされる

・１日の労働時間は６〜１４時間
・健康被害/ 人身売買/ 性感染症のリスク

・首都圏から集められたゴミの中で
１日１度の食事で暮らし、お金に
なるものを探し歩く

・インフラが整っていないにも関わら
ず、靴がなく裸足で行動する

フィールドワークから
学んだこと

・物や金の貧困だけでなく、人間関係や社会の
貧困も深刻であった

・物への執着があり、貧困と繋がっているのでは
・メディアだけでは分からないごみ山の悪臭
→「貧困」のリアルをより多くの人に伝える重要性

事後活動
日時：2017/11/17
関西学院大学 総合政策学部 リサーチフェア
目的：総合政策学部生に「貧困」について自ら考え、理解を

深めさせる。
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③インターンシップ
“Radisson blu plaza hotel sydney”

①参加しようと決めた理由 ②プログラム内容

• 語学ではなく、留学＋α
の

• 大学卒業後何がしたい
か決まっていない

• 働くという漠然としたイ
メージ

• ビジネス分野でのアカ
デミック英語力を鍛え
たい

期間:2017/9/1‐2017/12/10 
(約3カ月)

場所:シドニー,オーストラリア

8月 CV(履歴書）を送り、面接を行う

9月 University of New South Wales
↓ で実践的なビジネス英語を勉強
10月

12月 現地企業でインターン

中期海外インターンシップ
⼩⻄ゼミ 3年 郡 優海⼦

シドニー中心部に位置する５つ星ホテル
Sales and marketing部門のインターン

－参加して得たもの、これからー

マーケティングに関わり、アイデアを発案して形にしていく面白さを感じ
た。また、経済分野への興味が広がり、社会にでるまでに勉強しておく
必要性やパソコンスキルを磨く課題もできた。実際に働いてオーストラ
リアの雇用環境がとても整っていると感じ、日本でも問題である雇用問
題やワークライフバランスに興味をもち、研究課題として勉強している。

～どんな事をしたか～
主にマーケティングの手伝い
例）登録者のメールアドレスの

分類し、情報量を増やした
広告メールを作る
シーズン事にホテルができる
イベントの企画
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